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ピクテ・ジャパン株式会社 
 

東京都千代田区丸の内2-6-1 
お問い合わせ窓口 
投資信託営業部 

電話番号 03-3212-1805 
受付時間：委託者の営業日の午前９時から午後５時まで 

ホームページ：www.pictet.co.jp 

  

ピクテＹＥＮアセット・ 
アロケーション・ファンド 

(毎月分配型) 
愛称：円資産プラス 

 
 

償還運用報告書(全体版) 
 
第73期(決算日2022年６月15日) 第76期(決算日2022年９月15日) 

第74期(決算日2022年７月15日) 第77期(決算日2022年10月17日) 

第75期(決算日2022年８月15日) 第78期(償還日2022年11月８日) 
 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し

上げます。 

さて、「ピクテＹＥＮアセット・アロケーショ

ン・ファンド(毎月分配型)」は、2022年11月

８日に繰上償還を行いました。ここに運用状

況と償還の内容をご報告申し上げます。 

償還までのご愛顧に対し厚く御礼申し上げ

ます。 
 

当ファンドの仕組みは次の通りです。  
商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合 

信 託 期 間 
2016年５月13日（当初設定日）から2022年

11月８日まで（当初、無期限）です。 

運 用 方 針 
安定的な分配と信託財産の成長を図るこ

とを目的に運用を行います。 

主要投資対象 

①ピクテ円インカム・セレクト・ファンド

Ⅱ（適格機関投資家専用）受益証券 

②ピクテ・グローバル・セレクション・ファ

ンド－グローバル・ユーティリティー

ズ・エクイティ・カレンシー・ヘッジド・

ファンド受益証券 

運 用 方 法 

①投資信託証券への投資を通じて、主に日

本を含む世界各国の債券や株式等に投

資します。 

②当該投資信託は、外貨建資産について原

則として為替ヘッジを行い、為替リスク

の低減を図るものとします。 

主な投資制限 

①投資信託証券への投資割合には制限を

設けません。 

②投資信託証券、短期社債等、コマーシャ

ル・ペーパーおよび指定金銭信託の受益

証券以外の有価証券への直接投資は行

いません。 

③外貨建資産への実質投資割合には制限

を設けません。 

分 配 方 針 

毎決算時に、原則として以下の方針に基づ

き分配を行います。 

①分配対象額の範囲は、経費控除後の繰越

分を含めた利子・配当等収益と売買益（評

価益を含みます。）等の全額とします。 

②収益分配金額は、基準価額の水準および

市況動向等を勘案して委託者が決定し

ます。ただし、分配対象額が少額の場合

には、分配を行わないこともあります。 

③留保益の運用については、特に制限を設

けず、委託者の判断に基づき、元本部分

と同一の運用を行います。 
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○ 近30期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 銭 円 ％ ％ 百万円 

49期(2020年６月15日) 9,482    20 2.7 99.4 140 

50期(2020年７月15日) 9,517    20 0.6 98.8 138 

51期(2020年８月17日) 9,566    20 0.7 99.0 132 

52期(2020年９月15日) 9,463    20 △0.9 99.3 138 

53期(2020年10月15日) 9,666    20 2.4 98.9 135 

54期(2020年11月16日) 9,707    20 0.6 99.2 133 

55期(2020年12月15日) 9,572    20 △1.2 98.8 132 

56期(2021年１月15日) 9,512    20 △0.4 98.8 131 

57期(2021年２月15日) 9,355    20 △1.4 99.6 131 

58期(2021年３月15日) 9,157    20 △1.9 98.8 128 

59期(2021年４月15日) 9,326    20 2.1 99.0 123 

60期(2021年５月17日) 9,288    20 △0.2 99.0 119 

61期(2021年６月15日) 9,346    20 0.8 98.7 115 

62期(2021年７月15日) 9,295    20 △0.3 98.6 110 

63期(2021年８月16日) 9,371    20 1.0 98.9 86 

64期(2021年９月15日) 9,341    20 △0.1 98.8 86 

65期(2021年10月15日) 9,093    20 △2.4 99.0 84 

66期(2021年11月15日) 9,018    20 △0.6 98.5 82 

67期(2021年12月15日) 9,163    20 1.8 100.2 81 

68期(2022年１月17日) 9,064    20 △0.9 98.7 79 

69期(2022年２月15日) 8,830    20 △2.4 98.7 70 

70期(2022年３月15日) 8,873    20 0.7 99.0 70 

71期(2022年４月15日) 8,845    20 △0.1 98.7 68 

72期(2022年５月16日) 8,570    20 △2.9 99.5 66 

73期(2022年６月15日) 8,159    20 △4.6 99.5 63 

74期(2022年７月15日) 8,367    20 2.8 99.3 65 

75期(2022年８月15日) 8,635    20 3.4 98.3 67 

76期(2022年９月15日) 8,396    20 △2.5 99.0 51 

77期(2022年10月17日) 7,794    20 △6.9 99.3 47 

(償還時) (償還価額)     

78期(2022年11月８日) 7,997.28 － 2.6 － 47 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込みです。 

（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数がないためベンチマークおよび参考指数は設定していません。 

 

  



品 名：90042_140064_078_04_ピクテＹＥＮアセット・アロケーション・ファンド(毎月分配型)_941545.docx 

日 時：2022/12/16 10:50:00 

ページ：2 
 

－ 2 － 

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

第73期 

(期  首) 円 銭 ％ ％ 

2022年５月16日 8,570    － 99.5 

５月末 8,704    1.6 99.0 

(期  末)    

2022年６月15日 8,179    △4.6 99.5 

第74期 

(期  首)    

2022年６月15日 8,159    － 99.5 

６月末 8,273    1.4 99.0 

(期  末)    

2022年７月15日 8,387    2.8 99.3 

第75期 

(期  首)    

2022年７月15日 8,367    － 99.3 

７月末 8,634    3.2 99.0 

(期  末)    

2022年８月15日 8,655    3.4 98.3 

第76期 

(期  首)    

2022年８月15日 8,635    － 98.3 

８月末 8,433    △2.3 99.0 

(期  末)    

2022年９月15日 8,416    △2.5 99.0 

第77期 

(期  首)    

2022年９月15日 8,396    － 99.0 

９月末 8,000    △4.7 98.9 

(期  末)    

2022年10月17日 7,814    △6.9 99.3 

第78期 

(期  首)    

2022年10月17日 7,794    － 99.3 

10月末 7,999    2.6 69.3 

(償還時) (償還価額)   

2022年11月８日 7,997.28 2.6 － 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は各期首比です。 

（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数がないためベンチマークおよび参考指数は設定していません。 
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○当作成期中の運用状況 (2022年５月17日～2022年11月８日) 

 

当作成期の分配金再投資基準価額※は、5.5％の下落となりました。 
※ 「分配金再投資基準価額」は、購入時手数料等を考慮せず、税引前分配金を再投資した場合の評価額を表します。以下同じ。 

 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、作成期首（2022年５月16日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数がないためベンチマークおよび参考指数は設定していません。 

 

◇主な変動要因 

下落↓・実質的に組入れている国債の価格が下落したこと 

下落↓・実質的に組入れている株式の価格が下落したこと 

下落↓・為替ヘッジコスト 

上昇↑・実質的に組入れている国債や株式からの利金・配当収入 

 

  

基準価額等の推移 
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・世界の国債市場は、期首から2022年６月中旬にかけては、米連邦準備制度理事会（FRB）の追加利上げ観測

が浮上したほか、欧州中央銀行（ECB）が量的金融緩和政策を７月に終了するとともに利上げを開始する方

針を示したことなどから下落（利回りは上昇）しました。その後７月にかけては、欧米の景況感指数の急速

な悪化が観測されたことから、FRBによる金融引き締め策を受けた景気減速への警戒感が高まったことなど

を背景に上昇（利回りは低下）しました。８月下旬から期末にかけては、パウエルFRB議長がインフレ対策

を重視する姿勢を明確化したことから、FRBによる積極的な金融引き締めが継続するとの見方が強まり、大

幅に下落（利回りは上昇）しました。期を通じてみると、世界の国債市場は下落（利回りは上昇）しました。 

・世界の株式市場は、期首から2022年６月中旬にかけては、FRBをはじめとする主要国中央銀行が金融引き締

め姿勢を強めるとの観測に加えて、長引く都市封鎖（ロックダウン）を背景とした中国景気減速への警戒感

なども意識され、下落しました。８月中旬にかけては、FRBの金融引き締め観測が一時後退したことや市場

予想を上回る企業業績などが好感され上昇しました。８月下旬から９月中旬にかけては、パウエルFRB議長

がインフレ対策を重視し積極的な利上げを継続する姿勢を示したことや、英国トラス前政権の財政政策案

発表を背景に、先進国金利の上昇圧力が高まったことなどから大幅に下落しました。期末にかけては、欧米

の長期金利上昇に一服感が見られたことなどが好感され、世界の株式市場は反発しました。期を通じてみる

と、世界の株式市場は下落しました。 

 

 

以下の投資信託証券への投資を通じて、主に日本を含む世界各国の債券や株式等に投資しました。 

 
（注） “PGSF”は「ピクテ・グローバル・セレクション・ファンド」の略称です。 

 

なお、償還日においては有価証券の組み入れはありません。 

 

  

投資環境 

組入状況 
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当作成期中の収益分配は、基準価額の水準および市況動向等を勘案して決定しました。各決算期の分配金の

計算過程につきましては、16ページをご覧ください。 

なお、収益分配にあてなかった留保益の運用については、特に制限を設けず、委託者の判断に基づき、元本

部分と同一の運用を行います。 

 

◇分配金および分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第73期 第74期 第75期 第76期 第77期 

2022年５月17日～ 
2022年６月15日 

2022年６月16日～ 
2022年７月15日 

2022年７月16日～ 
2022年８月15日 

2022年８月16日～ 
2022年９月15日 

2022年９月16日～ 
2022年10月17日 

当期分配金 20  20  20  20  20  

(対基準価額比率) 0.245％ 0.238％ 0.231％ 0.238％ 0.256％ 

 当期の収益 20  20  20  20  20  

 当期の収益以外 －  －  －  －  －  

翌期繰越分配対象額 1,737  1,760  1,784  1,803  1,823  
 
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、当ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 「当期の収益」および「当期の収益以外」は小数点以下を切捨てて表示しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。

（注） この様式で示される「当期の収益」は、当ファンドが投資する投資先ファンドからの分配金を受取った場合、実質的に「当期の収益以

外」の原資が含まれて表示されることがあります。 

 

 

  

収益分配金 
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○設定以来の運用状況 (2016年５月13日～2022年11月８日) 

 

設定以来の分配金再投資基準価額は、5.9％の下落となりました。 

 

 
 

◇主な変動要因 

下落↓・実質的に組入れている国債の価格が下落したこと 

下落↓・為替ヘッジコスト 

上昇↑・実質的に組入れている国債や株式からの利金・配当収入 

上昇↑・実質的に組入れている株式の価格が上昇したこと 

 

 

第１作成期 

・世界の国債市場は、欧州中央銀行（ECB）が2016年９月の理事会で市場の期待に反して金融政策の据え置き

を決定したこと、米国市場の景気指標の回復などから米連邦準備制度理事会（FRB）が年内利上げを実施す

るとの観測が高まったこと、米大統領選挙でインフラ投資に積極的とされるトランプ氏が当選したことを

受けて財政支出の拡大懸念が高まったことなどを背景に下落（利回りは上昇）しました。 

・世界の株式市場は、2016年６月23日に実施された英国の国民投票にて欧州連合（EU）離脱が選択されると欧

州中心に株価は急落する展開となりました。その後、金融市場の混乱などを背景に米国の利上げ観測が後退

したことや、欧米企業の2016年４－６月期決算が堅調であったこと、日本の金融・財政政策に対する期待な

どを受けて反発しました。期末にかけては、欧州大手金融機関の財務状況に対する懸念や11月の米大統領選

挙を巡る不透明感、米国の利上げ懸念などを背景に下落する場面も見られましたが、トランプ氏の勝利を受

けて景気刺激的な政策への期待から反発し、作成期を通じては上昇となりました。 

 

第２作成期 

・世界の国債市場は、トランプ米大統領の新たな政策により財政の拡大やインフレ率が上昇するとの観測が

高まったことに加えて、ECBのドラギ総裁が欧州経済の改善を指摘したことなどを背景に下落（利回りは上

基準価額等の推移 

投資環境 
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昇）しました。 

・世界の株式市場は、トランプ米大統領が規制緩和や画期的な税制改正案を発表すると表明したことや2017

年３月の米連邦公開市場委員会（FOMC）において、年内利上げ予測が据え置かれたことに加えて、フランス

の大統領選挙でマクロン氏が当選し欧州の政治的不透明感が後退したことなどを背景に上昇しました。 

 

第３作成期 

・世界の国債市場は、堅調な欧州経済指標を受けてECBのドラギ総裁が量的金融緩和の段階的な縮小を示唆し

たことや2017年９月のFOMCのスタッフ予想で従来どおりの利上げ予想が維持されたことに加えて原油価格

をはじめとした商品価格の上昇などを背景に下落（利回りは上昇）しました。 

・世界の株式市場は、欧米の経済指標が堅調な推移となったことやフランス大統領選挙の結果が欧州政治に

対して安心感を与えたことに加えて、トランプ政権の税制改革案が公表され実現に向けて前進したことや

ドイツ議会選挙においてメルケル首相が率いる与党が第一党となったことなどを好感し上昇しました。 

 

第４作成期 

・世界の国債市場は、2018年２月にかけて米共和党がまとめた税制改革法案の進展によるインフレ期待や、英

国におけるインフレ率が予想以上に加速したことに加えて、原油価格など商品市場が堅調に推移したこと

などから下落（利回りは上昇）しました。その後も、ユーロ圏経済指標が好調となったことやECBの金融政

策理事会の声明文からデフレ懸念の文言が削除されるなど金融緩和姿勢に変化が見られたことに加えて、

トランプ政権における景気対策が財政悪化に繋がるとの懸念やFRBによる利上げペース加速観測などを背景

に下落（利回りは上昇）し、作成期を通じても下落となりました。 

・世界の公益株式市場は、2018年２月にかけて米国の税制改革法案が成立したことによる米国債の換金売り

懸念などに加えて、2018年１月の米雇用統計で平均時給が市場予想を大幅に上回ったことなどを背景に、

FRBによる利上げペースが加速するとの見方から欧米における長期金利が上昇し大幅に調整する展開となり

ました。その後は、米国におけるインフレ懸念の緩和や好調な企業業績など受けて上昇する局面もありまし

た。一方、北朝鮮問題などの地政学リスクやトランプ大統領が鉄鋼・アルミの輸入に対する高率関税を表明

したことを契機に貿易戦争への懸念が高まったことに加えて、金利の上昇などによる高配当株式の換金売

り観測などを受けて軟調な展開となり、作成期を通じても世界の公益株式市場は下落しました。 

 

第５作成期 

・世界の国債市場は、2018年５月は米国の好調な経済指標や原油価格の上昇に加えて、ECBの理事が６月の政

策理事会で資産買入れ時期の終了を検討すべきと述べたことや、日銀が７月末の金融政策決定会合で長期

金利操作目標の柔軟化を検討するとの報道などを背景に下落（利回りは上昇）しました。８月以降は、トル

コなど新興国通貨への不安が高まったことや米中貿易摩擦が激化したことなどに加えて、イタリアの財政

問題や英国のEU離脱が不透明なことなどからリスク回避の動きが高まり上昇（利回りは低下）する局面もあ

りました。しかし、ECBのドラギ総裁が欧州議会でインフレ基調が底堅いと証言したことやパウエルFRB議長

が米国の利上げ継続姿勢を示したことなどを背景に世界の国債市場は下落（利回りは上昇）となりました。 

・世界の公益セクター株式市場は、2018年５月は原油価格の上昇や経済指標の改善などを受けて、米金利が上

昇したことなどが嫌気され軟調な推移となりました。６月は米国のトランプ大統領が、中国からの輸入品に

高額な関税を課すと発表したことなどからリスク回避姿勢が高まったものの、企業決算への期待や米金利

が低下したことなどを背景に上昇に転じました。７月以降は半導体の需給に対する懸念や、ソーシャルメ

ディア（SNS）に対する規制強化への警戒感に加えて、米中貿易摩擦の激化が懸念されたものの、公益セク

ターはディフェンシブ性などが注目され小幅ながら上昇し、作成期を通じて上昇となりました。 
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第６作成期 

・世界の国債市場は、前作成期末から2018年12月にかけて米中貿易問題が深刻化するとの懸念が強まり世界

的に株式市場が下落したことや、米国、中国などから予想を下回る経済指標が発表され世界的に景気減速懸

念が強まったことなどを背景に、上昇（利回りは低下）しました。2019年１月から当作成期末にかけては、

パウエルFRB議長が金融政策を柔軟に運用する姿勢を示し米国の利上げ休止観測が高まったことや、その後

FOMCで年内の利上げ停止が示唆されたことなどを背景に上昇（利回りは低下）し、作成期を通じてみても、

上昇（利回りは低下）しました。 

・世界の株式市場は、前作成期末から2018年12月にかけて米中貿易問題が深刻化するとの懸念が強まったこ

とや、米国、中国などから予想を下回る経済指標が発表され世界的に景気減速懸念が強まったことなどから

下落しました。12月下旬に、FOMCが政策金利を引き上げるとともに、市場予想ほどハト派（金融緩和選好）

ではないコメントを発表したことも下落要因となりました。2019年１月から当作成期末にかけては、パウエ

ルFRB議長が金融政策を柔軟に運用する姿勢を示し米国の利上げ休止観測が高まったことや、その後FOMCで

年内の利上げ停止が示唆されたこと、中国が景気刺激策の実施を示唆したことなどを背景に上昇し、作成期

を通じてみても上昇しました。 

 

第７作成期 

・世界の国債市場は、作成期を通じて上昇（利回りは低下）しました。前作成期末から2019年７月にかけては、

米中貿易戦争の激化や英国の合意なきEU離脱への警戒感などから投資家のリスク回避の姿勢が強まり、上

昇（利回りは低下）しました。８月は、ドイツのGDP（国内総生産）成長率が前期比マイナスになったこと

や中国の経済指標が市場予想を下回ったことなどから世界的に景気減速懸念が高まり、大きく上昇（利回り

は低下）しました。９月から当作成期末にかけては、FRBが追加金融緩和に対する慎重な姿勢を示したこと

や、米中通商交渉の進展期待から投資家のリスク回避姿勢が後退したことなどを背景に、下落（利回りは上

昇）しました。 

・世界の株式市場は、上昇しました。前作成期末から2019年５月末までは、米トランプ大統領が対中関税の引

き上げを発表し、中国も報復措置を打ち出すなど、米中通商問題の激化などが嫌気され下落しました。６月

から７月にかけては、FRBやECBの高官による緩和的な金融政策の発言が好感されたことなどから、上昇しま

した。８月は、米トランプ大統領による対中関税賦課の発表があり、米中貿易問題の激化への懸念などから

下落しました。９月は、米中の閣僚級通商交渉再開が決定され、その進展に対する期待などから、上昇しま

した。その後当作成期末にかけては、米中貿易交渉において部分合意がなされ、米国の対中追加関税引き上

げが延期されたことや、英国の合意なきEU離脱に対する回避の期待が高まったことを背景に上昇しました。 

 

第８作成期 

・世界の国債市場は、前作成期から2019年12月にかけては、FRBが追加金融緩和に対する慎重な姿勢を示した

ことや米中貿易交渉の進展期待が高まり、投資家のリスク回避姿勢が後退したことなどを背景に、下落（利

回りは上昇）しました。しかし、2020年１月から３月上旬にかけては、新型コロナウイルスの感染拡大によ

る実体経済への悪影響が懸念されたことなどを背景に、大幅に上昇（利回り低下）しました。その後当作成

期末にかけては、新型コロナウイルス対策のための財政支出拡大に伴う国債増発などへの懸念から一時的

に下落（利回りは上昇）しましたが、FRBやECBが緊急措置として国債購入の増額や流動性供給策を公表した

ことなどから上昇（利回りは低下）に転じました。作成期を通じてみれば、世界の国債市場は上昇（利回り

は低下）しました。 

・世界の株式市場は、前作成期末から2019年12月にかけては、米中が貿易協議について第一段階の合意に至る

との期待が高まったことや英総選挙において与党保守党が勝利したことなどを背景に上昇しました。2020

年１月後半には、中国において新型コロナウイルスの感染拡大が懸念され、一時株価が軟調な局面もありま

したが、２月前半に、中国国内における新型コロナウイルスの感染拡大ペースに鈍化の兆しが見られたこと
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などから株価は持ち直す展開となりました。２月後半から３月中旬にかけては、新型コロナウイルスの感染

拡大が世界各国に広がったことで世界経済への悪影響などが意識され、大幅に下落する展開となりました。

その後当作成期末にかけては、各国政府や中央銀行による景気下支え策への期待などから上昇しましたが、

作成期を通じてみれば世界の株式市場は下落となりました。 

 

第９作成期 

・世界の国債市場は、2020年６月から７月にかけては、一部の経済指標に改善が見られたものの、パウエルFRB

議長が低金利環境の長期化を示唆したことなどから、上昇（利回りは低下）しました。その後当作成期末に

かけては、大規模な財政政策を掲げるバイデン氏が優勢と見られたことなどが米国を中心に下押し（利回り

は上昇）圧力となった一方で、欧州では新型コロナウイルス第２波への懸念などを背景に底堅い展開となり

ました。国債市場は米国を中心に軟調な展開となりました。 

・世界の株式市場は、前作成期末から2020年８月にかけては、新型コロナウイルス感染拡大や米中関係などに

対する懸念が根強くあったものの、各国政府や中央銀行による景気下支え策への期待などに加えて、経済活

動の段階的な再開に伴って主要国で経済指標に改善が見られたことなどから上昇しました。欧州などで新

型コロナウイルスの感染再拡大への懸念が深刻化するなか、９月から10月にかけては、米国の追加経済政策

や米大統領選を巡る不透明感などから不安定な動きとなりました。その後当作成期末にかけては、米大統領

選および米連邦議会選について、「ねじれ議会」（大統領はバイデン氏、上院は共和党、下院は民主党が制す

るシナリオ）の観測が高まり、左派色の強い政策に対する懸念が後退したことなどから、上昇しました。作

成期を通じてみれば、世界の株式市場は上昇しました。 

 

第10作成期 

・世界の国債市場は、前作成期末から2020年12月にかけては、米大統領選で大規模な財政政策を掲げるバイデ

ン氏が勝利したことや、新型コロナウイルスのワクチン実用化への期待が高まったことなどを背景に一時

的に下落（利回りは上昇）しましたが、概ね横ばいとなりました。2021年１月から当作成期末にかけては、

FRBが早期に資産購入政策の縮小（テーパリング）に踏み切るとの観測が高まったことや新型コロナウイル

スのワクチン接種の進展、米バイデン政権による大規模な追加経済対策への期待などを背景に下落（利回り

は上昇）しました。作成期を通じてみれば世界の国債市場は下落（利回りは上昇）しました。 

・世界の株式市場は、前作成期末から2020年12月にかけては、米大統領選でバイデン氏が勝利し政治的な不透

明感が後退したことや、新型コロナウイルスワクチンの実用化への期待が高まったことなどを背景に投資

家心理が改善し、大幅に上昇しました。2021年１月から２月にかけては、米バイデン政権による追加経済対

策への期待が高まり、米国を中心に世界経済の回復期待が高まったことなどから引き続き上昇となりまし

た。その後当作成期末にかけても、ECBが債券購入ペース加速の意向を表明したことや、中国に加えて欧米

の良好な経済指標から景気回復期待が高まったことなどを背景に上昇しました。作成期を通じて世界の株

式市場は上昇しました。一方で、公益セクターについては、米金利上昇などが株価の下落圧力となり、不安

定な展開ながら前作成期末と概ね同水準で作成期を終えました。 

 

第11作成期 

・世界の国債市場は、前作成期末から2021年８月中旬にかけては、FOMCで市場の想定よりも早い利上げの可能

性が示唆されたことなどが一時重しとなったものの、パウエルFRB議長がインフレ率の上昇は一過性との姿

勢を崩さなかったことや、新型コロナウイルスのデルタ型変異株の世界的な感染拡大などを背景に上昇（利

回りは低下）しました。８月の下旬から10月にかけては、FRBによる年内のテーパリング開始が意識された

ことや、世界的にインフレ圧力の高まりが懸念されたことなどを受け下落（利回りは上昇）に転じました。

その後当作成期末にかけては、イングランド銀行（BOE）が予想外に利上げを見送ったことなどから早期の

利上げに対する警戒感が和らいだものの、主要先進国における一部の力強い経済指標は下押し要因となり
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不安定な動きとなりました。作成期を通じてみれば、世界の国債市場は下落しました。 

・世界の株式市場は、2021年５月はワクチン接種の進展により世界経済の回復期待が強まったことや、FRBが

物価上昇は一過性との認識を示し長期金利が低下したことなどを背景に上昇となりました。６月から８月

にかけては、FOMCで市場の想定よりも早い利上げの可能性が示唆されたことなどから一時大きく下落した

ものの、パウエルFRB議長がインフレは一時的との姿勢を崩さなかったことや、米国のインフラ投資計画に

進展が見られたこと、企業決算が良好であったことなどを受けて上昇しました。９月は中国不動産開発大手

の債務不履行（デフォルト）懸念に加え、世界的なインフレ圧力の高まりと金融緩和縮小への懸念などから

下落したものの、10月は堅調な企業決算や市場予想を上回る経済指標などを背景に再び上昇しました。その

後当作成期末にかけては、FOMCでテーパリングの開始が決定されたものの、パウエルFRB議長が利上げに慎

重な姿勢を示したことなどから上昇しました。作成期を通じては、世界の株式市場は上昇しました。 

 

第12作成期 

・世界の国債市場は、前作成期末から2022年２月中旬までは、FRBやECBが金融政策正常化に前向きな姿勢をみ

せたことや原油価格の上昇を受けてインフレ懸念が一段と意識されたことなどから下落（利回りは上昇）し

ました。２月後半は、ロシアによるウクライナ侵攻を受けた逃避需要から一時上昇（利回りは低下）したも

のの、その後当作成期末にかけては原油の需給逼迫などを受けたインフレ懸念や、FRBの金融引き締めの加

速への警戒感などから下落（利回りは上昇）しました。作成期を通じてみれば、世界の国債市場は下落（利

回りは上昇）しました。 

・世界の株式市場は、前作成期末から2021年12月にかけては、主要中央銀行の金融政策正常化や新型コロナウ

イルス感染拡大への警戒感などから一時的に下落する場面もありましたが、新型コロナウイルス経口治療

薬の使用が許可されたことや、一部の欧米経済指標が改善したことなどが好感され上昇しました。2022年１

月から２月にかけては、主要中央銀行による早期の金融政策正常化に対する警戒感やウクライナ情勢を巡

る緊張感の高まりなどから下落しました。３月には原油価格上昇の一服や米国経済の底堅さへの期待感な

どから反発しましたが、その後当作成期末にかけてはFRBの金融引き締めペースの加速を睨んだ米金利上昇

や、ウクライナ戦争の長期化、中国の景気減速懸念などが嫌気され下落しました。作成期を通じてみれば世

界の株式市場は下落しました。一方で、公益セクターについては、景気減速懸念の高まりなどから逃避需要

が高まったことなどから上昇しました。 

 

第13作成期 

前記「当作成期中の運用状況」をご覧ください。 

 

 

投資信託証券への投資を通じて、主に日本を含む世界各国の債券や株式等に投資しました。 

なお、償還に向けて投資先ファンドを全て売却し、償還日現在においては有価証券の組入れはありません。 

 

 

収益分配は、基準価額の水準および市況動向等を勘案して決定しました。 

 

 

 

  

組入状況 

収益分配金 
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○１万口当たりの費用明細 (2022年５月17日～2022年11月８日) 

項 目 
第73期～第78期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 27  0.324  (a)信託報酬＝作成期間の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 2)  (0.021)  ・ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、各種情報提供等、 
 基準価額の算出等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (24)  (0.292)  ・購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンド 
 の管理および事務手続等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 1)  (0.011)  ・ファンドの財産の保管・管理、投信会社からの指図の実行等の対価 

（b） そ の 他 費 用 2   0.020   (b)その他費用＝作成期間のその他費用÷作成期間の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 2)  (0.020)  ・監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.000)  ・その他は、信託事務の処理等に要する諸費用 

 合 計 29   0.344    

作成期間の平均基準価額は、8,340円です。  

 
（注） 作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し

た結果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 各項目の費用は、このファンドが組入れている投資信託証券（マザーファンドを除く）が支払った費用を含みません。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ご

とに小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

当作成期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料およ

び有価証券取引税を除く。）を作成期間の平均受益権口数に作成期間の平均基準価額（１口当たり）

を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.39％です。 
 

  

  
（注） ①の費用は、「１万口当たりの費用明細」において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 投資先ファンドとは、当ファンドが組入れている投資信託証券です。 

（注） ①の費用は、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 

（注） ①の費用と②③の費用は、計上された期間が異なる場合があります。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率と異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2022年５月17日～2022年11月８日) 

 

 

銘 柄 
第73期～第78期 

買 付 売 付 
口 数 金 額 口 数 金 額 

国 

内 

 口 千円 口 千円  
ピクテ円インカム・セレクト・ファンドⅡ(適格機関投資家専用) 3,471,298 2,430 19,398,351 13,240  
 (49,576,641) (33,196) 
PGSF－グローバル・ユーティリティーズ・エクイティ・カレンシー・ヘッジドファンド 769 3,540 4,727 21,662  

合 計 
3,472,067 5,970 19,403,078 34,902  

(49,576,641) (33,196) 
 
（注） 金額は受渡代金です。 

（注） 単位未満は切り捨てています。 

（注） ( )内は分割・償還による増減分で、上段の数字には含まれておりません。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2022年５月17日～2022年11月８日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2022年５月17日～2022年11月８日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○特定資産の価格等の調査 (2022年５月17日～2022年11月８日) 

 

 該当事項はございません。 

 

  

投資信託証券 
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○組入資産の明細 (2022年11月８日現在) 

 

 2022年11月８日現在、有価証券等の組入れはございません。 

 

 

銘 柄 
第72期末 

口 数 

 口 

ピクテ円インカム・セレクト・ファンドⅡ(適格機関投資家専用) 65,503,694 

PGSF－グローバル・ユーティリティーズ・エクイティ・カレンシー・ヘッジドファンド 3,958 

合 計 65,507,652 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2022年11月８日現在) 

項 目 
償 還 時 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

コール・ローン等、その他 47,932 100.0 

投資信託財産総額 47,932 100.0 
 
（注） 評価額の単位未満は切り捨てています。 
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○資産、負債、元本及び償還(基準)価額の状況 

項 目 
第73期末 第74期末 第75期末 第76期末 第77期末 償 還 時 

2022年６月15日現在 2022年７月15日現在 2022年８月15日現在 2022年９月15日現在 2022年10月17日現在 2022年11月８日現在 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 資産 64,433,211   65,947,348   67,738,796   57,588,964   47,649,051   47,932,426   

 コール・ローン等 1,071,290   1,039,141   960,551   916,495   815,541   47,932,426   

 投資信託受益証券(評価額) 63,361,921   64,908,207   66,367,993   50,742,469   46,833,510   －   

 未収入金 －   －   290,000   5,930,000   －   －   

 未収配当金 －   －   120,252   －   －   －   

(B) 負債 734,679   564,848   207,999   6,340,122   470,524   20,243   

 未払金 530,000   370,000   －   －   320,000   －   

 未払収益分配金 156,152   156,284   156,420   122,074   121,068   －   

 未払解約金 8,488   39   10,362   6,179,566   484   －   

 未払信託報酬 37,015   35,613   38,095   35,573   28,970   20,110   

 未払利息 2   2   2   2   2   131   

 その他未払費用 3,022   2,910   3,120   2,907   －   2   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 63,698,532   65,382,500   67,530,797   51,248,842   47,178,527   47,912,183   

 元本 78,076,017   78,142,300   78,210,322   61,037,418   60,534,042   59,910,594   

 次期繰越損益金 △14,377,485   △12,759,800   △10,679,525   △ 9,788,576   △13,355,515   －   

 償還差損金 －   －   －   －   －   △11,998,411   

(D) 受益権総口数 78,076,017口 78,142,300口 78,210,322口 61,037,418口 60,534,042口 59,910,594口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 8,159円 8,367円 8,635円 8,396円 7,794円 －   

 １万口当たり償還価額(Ｃ／Ｄ) －   －   －   －   －   7,997円28銭 
 
＜注記事項（当運用報告書作成時点では、監査未了です。）＞ 

（貸借対照表関係） 

（注） 当ファンドの第73期首元本額は78,033,696円、第73～78期中追加設定元本額は362,498円、第73～78期中一部解約元本額は18,485,600

円です。 

（注） １口当たり純資産額は、第73期0.8159円、第74期0.8367円、第75期0.8635円、第76期0.8396円、第77期0.7794円、第78期0.799728円です。

（注） 元本の欠損 

 償還時において貸借対照表上の純資産額が元本総額を下回っており、その差額は11,998,411円です。 
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○損益の状況 

項 目 
第73期 第74期 第75期 第76期 第77期 第78期 

2022年５月17日～ 
2022年６月15日 

2022年６月16日～ 
2022年７月15日 

2022年７月16日～ 
2022年８月15日 

2022年８月16日～ 
2022年９月15日 

2022年９月16日～ 
2022年10月17日 

2022年10月18日～ 
2022年11月８日 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 配当等収益 345,893   348,023   348,921   276,459   272,245   △       308   

 受取配当金 345,924   348,061   348,967   276,511   272,317   －   

 支払利息 △        31   △        38   △        46   △        52   △        72   △       308   

(B) 有価証券売買損益 △ 3,365,176   1,476,283   1,939,416   △ 1,569,502   △ 3,769,866   1,239,970   

 売買益 19,554   1,516,488   1,939,779   325,405   18,788   1,245,984   

 売買損 △ 3,384,730   △    40,205   △       363   △ 1,894,907   △ 3,788,654   △     6,014   

(C) 信託報酬等 △    40,037   △    38,525   △    41,215   △    38,480   △    28,970   △    20,112   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △ 3,059,320   1,785,781   2,247,122   △ 1,331,523   △ 3,526,591   1,219,550   

(E) 前期繰越損益金 △ 9,371,531   △12,586,884   △10,955,680   △ 6,912,243   △ 8,291,565   △11,808,470   

(F) 追加信託差損益金 △ 1,790,482   △ 1,802,413   △ 1,814,547   △ 1,422,736   △ 1,416,291   △ 1,409,491   

 (配当等相当額) (   6,224,273)  (   6,235,855)  (   6,249,005)  (   4,882,275)  (   4,845,883)  (   4,800,020)  

 (売買損益相当額) (△ 8,014,755)  (△ 8,038,268)  (△ 8,063,552)  (△ 6,305,011)  (△ 6,262,174)  (△ 6,209,511)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △14,221,333   △12,603,516   △10,523,105   △ 9,666,502   △13,234,447   －   

(H) 収益分配金 △   156,152   △   156,284   △   156,420   △   122,074   △   121,068   －   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △14,377,485   △12,759,800   △10,679,525   △ 9,788,576   △13,355,515   －   

 償還差損金(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｈ) －   －   －   －   －   △11,998,411   

 追加信託差損益金 △ 1,790,482   △ 1,802,413   △ 1,814,547   △ 1,422,736   △ 1,416,291   －   

 (配当等相当額) (   6,224,273)  (   6,235,855)  (   6,249,005)  (   4,882,275)  (   4,845,883)  (          －)  

 (売買損益相当額) (△ 8,014,755)  (△ 8,038,268)  (△ 8,063,552)  (△ 6,305,011)  (△ 6,262,174)  (          －)  

 分配準備積立金 7,339,296   7,523,622   7,708,668   6,126,541   6,194,350   －   

 繰越損益金 △19,926,299   △18,481,009   △16,573,646   △14,492,381   △18,133,574   －   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

（注） 第73期計算期間末における費用控除後の配当等収益（305,856円）、費用控除後の有価証券等損益額（0円）、信託約款に規定する収益調

整金（6,224,273円）および分配準備積立金（7,189,592円）より分配対象収益は13,719,721円（10,000口当たり1,757円）であり、うち

156,152円（10,000口当たり20円）を分配金額としております。 

（注） 第74期計算期間末における費用控除後の配当等収益（340,672円）、費用控除後の有価証券等損益額（0円）、信託約款に規定する収益調

整金（6,235,855円）および分配準備積立金（7,339,234円）より分配対象収益は13,915,761円（10,000口当たり1,780円）であり、うち

156,284円（10,000口当たり20円）を分配金額としております。 

（注） 第75期計算期間末における費用控除後の配当等収益（342,636円）、費用控除後の有価証券等損益額（0円）、信託約款に規定する収益調

整金（6,249,005円）および分配準備積立金（7,522,452円）より分配対象収益は14,114,093円（10,000口当たり1,804円）であり、うち

156,420円（10,000口当たり20円）を分配金額としております。 

（注） 第76期計算期間末における費用控除後の配当等収益（237,979円）、費用控除後の有価証券等損益額（0円）、信託約款に規定する収益調

整金（4,882,275円）および分配準備積立金（6,010,636円）より分配対象収益は11,130,890円（10,000口当たり1,823円）であり、うち

122,074円（10,000口当たり20円）を分配金額としております。 

（注） 第77期計算期間末における費用控除後の配当等収益（243,275円）、費用控除後の有価証券等損益額（0円）、信託約款に規定する収益調

整金（4,845,883円）および分配準備積立金（6,072,143円）より分配対象収益は11,161,301円（10,000口当たり1,843円）であり、うち

121,068円（10,000口当たり20円）を分配金額としております。 
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○投資信託財産運用総括表 
 

信 託 期 間 
投資信託契約締結日 2016年５月13日 投資信託契約終了時の状況 

投資信託契約終了日 2022年11月８日 資 産 総 額 47,932,426円 

区   分 投資信託契約締結当初 投資信託契約終了時 差引増減または追加信託 
負 債 総 額 20,243円 

純 資 産 総 額 47,912,183円 

受益権口数 113,773口 59,910,594口 59,796,821口 受 益 権 口 数 59,910,594口 

元 本 額 113,773円 59,910,594円 59,796,821円 １万口当たり償還金 7,997円28銭 

毎計算期末の状況 

計 算 期 元 本 額 純資産総額 基準価額 
１万口当たり分配金 

金   額 分 配 率 

第１期 7,675,504円 7,691,190円 10,020円 0円 0.0％ 

第２期 314,724,570   317,799,866   10,098   20   0.2   

第３期 419,619,935   422,833,675   10,077   20   0.2   

第４期 511,033,079   503,674,912   9,856   20   0.2   

第５期 522,455,835   511,513,825   9,791   20   0.2   

第６期 541,870,959   510,413,009   9,419   20   0.2   

第７期 536,059,853   509,132,480   9,498   20   0.2   

第８期 546,489,141   516,889,243   9,458   20   0.2   

第９期 535,616,913   503,953,262   9,409   20   0.2   

第10期 531,091,585   499,835,665   9,411   20   0.2   

第11期 534,392,073   510,443,050   9,552   20   0.2   

第12期 535,060,398   510,469,388   9,540   20   0.2   

第13期 530,653,171   513,639,648   9,679   20   0.2   

第14期 525,842,322   500,335,569   9,515   20   0.2   

第15期 525,499,865   503,827,650   9,588   20   0.2   

第16期 513,285,596   491,261,122   9,571   20   0.2   

第17期 218,034,077   208,292,963   9,553   20   0.2   

第18期 214,323,102   205,133,200   9,571   20   0.2   

第19期 214,642,488   204,979,807   9,550   20   0.2   

第20期 197,151,987   183,683,429   9,317   20   0.2   

第21期 196,945,765   179,133,215   9,096   20   0.2   

第22期 197,162,926   181,343,280   9,198   20   0.2   

第23期 196,843,127   181,426,577   9,217   20   0.2   

第24期 195,788,585   180,572,435   9,223   20   0.2   

第25期 196,016,965   180,102,065   9,188   20   0.2   

第26期 195,426,895   181,997,305   9,313   20   0.2   

第27期 206,441,024   191,523,202   9,277   20   0.2   

第28期 187,575,361   172,388,797   9,190   20   0.2   

第29期 187,729,713   170,221,485   9,067   20   0.2   

第30期 178,597,415   163,711,717   9,167   20   0.2   

第31期 178,213,434   164,683,685   9,241   20   0.2   

第32期 177,158,742   162,310,300   9,162   20   0.2    
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計 算 期 元 本 額 純資産総額 基準価額 
１万口当たり分配金 

金   額 分 配 率 

第33期 177,892,822円 165,580,148円 9,308円 20円 0.2％ 

第34期 172,817,827   162,283,040   9,390   20   0.2   

第35期 178,673,640   167,327,665   9,365   20   0.2   

第36期 181,975,524   170,690,660   9,380   20   0.2   

第37期 164,759,094   157,989,942   9,589   20   0.2   

第38期 186,964,835   179,161,872   9,583   20   0.2   

第39期 210,759,242   205,113,757   9,732   20   0.2   

第40期 160,905,426   156,000,830   9,695   20   0.2   

第41期 154,173,348   150,087,354   9,735   20   0.2   

第42期 163,982,364   157,221,744   9,588   20   0.2   

第43期 158,860,783   151,742,608   9,552   20   0.2   

第44期 162,818,814   157,091,898   9,648   20   0.2   

第45期 168,696,625   167,764,691   9,945   20   0.2   

第46期 148,996,824   138,301,941   9,282   20   0.2   

第47期 148,115,926   138,903,723   9,378   20   0.2   

第48期 147,756,560   136,681,345   9,250   20   0.2   

第49期 147,918,313   140,249,906   9,482   20   0.2   

第50期 145,095,678   138,084,537   9,517   20   0.2   

第51期 138,976,296   132,939,274   9,566   20   0.2   

第52期 146,074,558   138,228,745   9,463   20   0.2   

第53期 140,009,543   135,337,035   9,666   20   0.2   

第54期 137,932,132   133,886,306   9,707   20   0.2   

第55期 138,054,438   132,145,242   9,572   20   0.2   

第56期 138,164,303   131,422,907   9,512   20   0.2   

第57期 140,930,188   131,843,275   9,355   20   0.2   

第58期 139,911,323   128,110,901   9,157   20   0.2   

第59期 131,983,176   123,093,535   9,326   20   0.2   

第60期 128,482,386   119,337,852   9,288   20   0.2   

第61期 123,053,107   115,000,388   9,346   20   0.2   

第62期 119,070,415   110,680,756   9,295   20   0.2   

第63期 92,494,039   86,674,975   9,371   20   0.2   

第64期 92,542,561   86,440,164   9,341   20   0.2   

第65期 92,625,817   84,227,480   9,093   20   0.2   

第66期 91,691,948   82,685,921   9,018   20   0.2   

第67期 88,499,312   81,090,109   9,163   20   0.2   

第68期 87,338,447   79,159,934   9,064   20   0.2   

第69期 80,098,064   70,725,296   8,830   20   0.2   

第70期 78,929,651   70,033,290   8,873   20   0.2   

第71期 77,963,037   68,958,182   8,845   20   0.2   

第72期 78,033,696   66,877,735   8,570   20   0.2   

第73期 78,076,017   63,698,532   8,159   20   0.2    
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計 算 期 元 本 額 純資産総額 基準価額 
１万口当たり分配金 

金   額 分 配 率 

第74期 78,142,300円 65,382,500円 8,367円 20円 0.2％ 

第75期 78,210,322   67,530,797   8,635   20   0.2   

第76期 61,037,418   51,248,842   8,396   20   0.2   

第77期 60,534,042   47,178,527   7,794   20   0.2   
 
 
 

○分配金のお知らせ  

 第73期 第74期 第75期 第76期 第77期 

１万口当たり分配金（税込み） 20円 20円 20円 20円 20円 
 
◇分配金を再投資する場合 

 お手取り分配金は、各決算日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資いたしました。 

 

◇分配金をお支払いする場合 

 分配金のお支払いは、各決算日から起算して５営業日までに開始いたします。 

 

◇分配金は普通分配金に課税され、個人の受益者の場合、源泉徴収の税率は20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％および地方税５％）

となります。（原則として、確定申告は不要です。） 

 法人の受益者の場合、源泉徴収の税率は15.315％（所得税15％および復興特別所得税0.315％）となります。 

（注） 当作成期末現在で適用される内容であり、税制が改正された場合等は変更される場合があります。 

 

◇元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

 

○償還金のお知らせ  

１万口当たり償還金（税込み） 7,997円28銭 
 
 
 

○お知らせ 

 委託者の商号変更に伴い所要の約款変更を行いました。 

 

 


